
みなみこうせい からさわれんじゃくどおり こうせいどおりてんまどおりかごだかめい

① 戸建住宅やオフィスビルなどに、太陽光発電(1,462kW)・蓄電池を最大
 限導入し、自家消費を推進

② エリア外に大規模太陽光発電(4,118kW)・大型蓄電池、木質バイオマ
 ス発電 (1,990kW)を新たに導入し、地域新電力「岡崎さくら電力」を介
して再エネ電力を供給

③ 岡崎さくら電力では、事業収益の
 一部を子育て支援・空き店舗対
策などの地域貢献事業に活用

④ 三菱自動車と連携し、オフサイト
 PPAによる太陽光発電(1,000
kW程度)からの再エネ供給と、
EV車から回収されるバッテリーを

 定置型蓄電池として住宅や防犯
 灯などへ再利用

岡崎市：どうする脱炭素？岡崎城下からはじまる、省エネ・創エネ・蓄エネ・調エネのまちづくり

１．民生部門電力の脱炭素化に関する主な取組

① 公用車(98台)をEV・PHEV・FCVに順次更新し、休日はカーシェアリング
 として市民や観光客に貸し出すほか、事業者にはEV・充電設備の導入支
 援を行い、ゼロカーボンドライブの実現に繋げる

② 中心市街地エリアにグリーンスローモビリティ(10台)を導入することで渋滞緩
 和を図るとともに、ウォーカブルなまちづくりを実現

２．民生部門電力以外の脱炭素化に関する主な取組

４．主な取組のスケジュール

３．取組により期待される主な効果

町内会の加入率が非常に高いという地域特性を活かし、中心市街地である「QURUWAエリア」において、町内会活動を核として太陽光発電・蓄電池を最大限導
入するとともに、新設の木質バイオマス発電や既存のごみ発電を活用して、脱炭素化を実現。公用車のEV化やカーシェアリングを進め、EV製造事業者である三菱
自動車と連携してEV車から回収されるバッテリーを定置型蓄電池として住宅や防犯灯などに再利用するなど、資源の有効活用とサプライチェーン全体の環境負荷
低減により、産業構造の転換を図る。

取組の全体像

① 町内会加入率が非常に高いという地域特性を活かし、脱炭素を通して住
 民、企業、行政が一体となったまちづくりを行うことにより、多様な主体が協
働・活躍できる地域をともに創っていく社会を実現

② 公用車のEV化やカーシェアリングを進めるとともに、 EV製造事業者である
 三菱自動車と連携し、リユースバッテリーを住宅や防犯灯などへの活用する
 ことで、資源の有効活用・産業構造の転換を図る

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

住宅への太陽光・蓄電池・省エネ導入

事業者への太陽光・蓄電池・省エネ導入

オフサイト太陽光発電導入

EVカーシェア事業

グリスロ
導入

木質バイオマス発電導入

EV・PHEV・FCV導入

脱炭素先行地域の対象：QURUWAエリア内の７町内会全域(亀井一・二丁目、籠田、伝馬通一丁目、連尺通、康生通東一・二丁目、南康生、唐沢)等

主 な エ ネ ル ギ ー 需 要 家：戸建住宅510戸、集合住宅16棟（395戸）、民間施設302施設、公共施設７施設

共 同 提 案 者：愛知県、三菱自動車工業株式会社


	スライド 0

